
－まちづくり授業取組みの軌跡－

移 動 式 夢 空 間



「
未
来
へ
つ
な
ぐ
日ひ

ゅ
う
が向

の
ま
ち
づ
く
り
」

　

中
心
市
街
地
の
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
再
生
を
図
る
た
め
に
、公

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、日
向
地
区
連
続
立

体
交
差
事
業
・
日
向
市
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
・
特
定
商
業

集
積
整
備
事
業
な
ど
の
関
連
事
業
に
一
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。日
向
市
で
は「
木
の
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
と
し
て

建
物
に
は
地
元
の「
木
」が
使
わ
れ
、「
木
」で
彩
ら
れ
た
心
地
よ
い

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
の
駅
舎

日
向
市
駅
舎
は
、ま
ち
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、耳
川
流
域
産
杉
材
を
使
用
し
た

木
造
大
屋
根
が
架
け
ら
れ
ま
す
。

街
な
か
の
魅
力
と

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

中
心
市
街
地
の
魅
力
と
に
ぎ
わ
い
の
再
生

を
図
る
た
め
に
、土
地
区
画
整
理
事
業
と
併

せ
た
商
業
集
積
整
備
事
業
に
よ
り
、パ
テ
ィ
オ

（
中
庭
）形
式
等
の
商
業
施
設
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

木
と
ま
ち
づ
く
り

街
な
か
に
は
、耳
川
流
域
の
杉
材
を
活
か
し
た

街
路
灯
や
ベ
ン
チ
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
、木
材
関
係
者
に
よ
る「
日
向
木
の
芽

会
」や
地
区
商
店
主
、子
供
た
ち
に
よ
っ
て
大
切
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

01
まちづくり
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「
ふ
れ
あ
い
富
高
小
学
校  

日ひ
ゅ
う
が向

市
活
性
化
塾
」

回 日時 内容

第 1 回 2004.10. 5 準備学習１　授業説明、まちの話

第 2 回 2004.10. 6 準備学習２　杉の現場見学（杉山、木材市場、製材所、サンドーム日向）、杉の話

第 3 回 2004.10.15 講義（課題発表）＋実習１ 講師自己紹介、課題説明、グループごとの話し合い、意見だし、グループ案のまとめ（ラフ案）発表

第 4 回 2004.10.22 実習２　篠原先生、内藤先生のお話、模型作成

第 5 回 2004.11.12 実習３　モデル案の発表（各グループ）、グループ案をクラス案にまとめる、クラス案決定、設計図発表

第 6 回 2004.12.  9 実習４　実物製作１　クラス案模型プレゼン、フレームつくり、床張り、名前入れ

第 7 回 2005.01.13 実習５　実物製作２　発表会の企画案発表とディスカッション、屋台最終組立て

第 8 回 2005.01.28 発表会　下級生、保護者、市民を招待して、屋台の使い方実践

番外
2004.11.13 杉コレクション2004

2005. 2. 6 欽ちゃん球団歓迎会での実践

ま
ち
づ
く
り　

〜
次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
も
の
〜

「
富
高
小
学
校
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
」（
平
成
14
年
10
月
）は
、篠
原 

修
・
内
藤 

廣（
東
京
大

学
大
学
院
教
授
）を
講
師
に
迎
え
て
、次
の
世
代
の
主
役
と
な
る
子
供
た
ち
に
、自
分
の
ま
ち

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
向
の
ま
ち
は

「
ど
こ
が
い
い
の
か
？
」

「
残
す
べ
き
も
の
は
？
」

「
足
り
な
い
も
の
は
？
」

自
分
た
ち
で
考
え
、そ
の
想
い
を
模
型
に
し
ま
し
た
。

今
、彼
ら
が
考
え
た「
日
向
の
ま
ち
」が
設
計
に
反
映
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

まちづくり授業の課題
テーマ：杉でつくる「移動式夢空間」
駅前空間や祭り、イベントなどで、自分たちとまちの人達が一緒に楽しく過ごせる屋台を考えてみよう。

02
夢 空 間　

連
続
立
体
交
差
事
業
等
の
日
向
市
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、将

来
の
日
向
市
を
担
う
次
世
代
の
子
供
た
ち
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
し
た
。そ
し
て
、子
供
た
ち
が
自
ら
夢
を
描
き
、

そ
の
夢
を
実
現
す
る
と
い
う
過
程
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、モ
ノ
づ

く
り
を
通
し
た
連
帯
感
や
造
形
感
を
養
う
と
共
に
、子
供
た
ち
か
ら
新

鮮
な
発
想
を
逆
に
返
し
て
も
ら
う
と
い
う
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
も
の

で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
く
上
で
大

変
意
義
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
回（
平
成
14
年
度
）の
課
外
授
業
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た

が
、今
回
は
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
、子
供
た
ち
が
ふ
る
さ
と
日
向
を

再
発
見
し
、愛
し
、誇
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
事
を
目
的
と
し
て
、

日
向
市
立
富
高
小
学
校
6
年
生
3
ク
ラ
ス（
91
名
）を
対
象
に
、平
成
16

年
10
月
〜
平
成
17
年
1
月
の
4
ヶ
月
に
渡
り
、総
合
学
習
の
時
間
を
使
っ

て「
日
向
市
活
性
化
塾
」と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、こ
の
授
業
は
、富
高
小
学
校
、日
向
市
及
び「
日
向
木
の
芽
会
」等

の
協
力
の
も
と
に
宮
崎
県
の
主
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
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南雲勝志先生へ
　この手紙は、私達ふれあい富高小学校6年生のみん

なが書いた手紙です。

　私達、僕達6年生のみんなは、南雲先生が来ることを

楽しみにしています。南雲先生が富高小学校にいらし

たときは、みんなでおむかえしたいと思います。その日

を楽しみに待っていてください。そしてその日までこの

みんなからの手紙を読んで、みんなの気持ちを知って

ください。これからもよろしくお願いします。　

6年一同より

ふれあい富高小学校の 6年生の皆さんへ
　ふれあい富高小学校の 6 年生の皆さん、こんにちは。そして初めまして。デザイナーの南雲勝志といいます。
　このたび皆さんの課外授業を担当することになりました。どうぞよろしくお願いします。

　一昨年、当時 6 年生だった、 皆さんの先輩が、東京大学の篠原修教授、内藤廣教授に課外授業を受けたことは、
すでに知っていると思います。これからの自分たちのまちをどうしていこうか ? 大人たちだけではなく、未来の
まちを担う子供たちが一緒になって考えることがとても大事だというところからスタートしています。これは日
本全国であまり例のないとてもすばらしい企画です。それを 1 回で終わるのではなく、これからも続けていきた
いと県や市の関係者、そして先生が願っていました。その想いは実現し、今年また行えることになりました。そ
んなたくさんの大人たちがまわりにいることに感謝しましょう。
　さて、今年の課外授業の内容ですが、なんと全 8 回と、授業の回数をずいぶん増やしてもらいました。皆さん
と私たちが一緒にじっくりと考え、悩み、学んでいく時間が十分あるわけです。私たちと書きましたが、91 人
の皆さんと熱い授業をするには、仲間が必要だと考えました。まず、日向木の芽会の海野洋光さん。日向や周辺
の木材の事、その問題点や可能性をとても良く知っている方です。そしてあと二人。内田洋行という会社のデザ
イナー、若杉浩一さんと千代田健一さんです。お二人は九州出身で、とても気さくで明るい方です。デザインや、
杉の未来についていつも一緒に考えている仲間です。
  そうそう、杉といえば、課外授業の内容のことについてふれておきます。今年も将来のまちを語ってもらいま
すが、それに「杉」というキーワードを加えました。なぜ、杉か ? 皆さんも知っているかも知れませんが、宮崎
県は日本一杉の生産が多い県です。日向のまちづくりでも杉を積極的に使っています。生産するだけでなく、自
分たちの生活のなかで、それを上手く使っていくことが、これからとても重要だと考えているからです。

　昭和 40 年頃までは、杉は日本の家やまちをつくる中心の材料でした。その後、高度成長期を経て、安く買え
る木が大量に輸入され、日本の木材は高くてあまり使われなくなってしまったのです。その代表が杉です。でも
今は少し様子が変わってきました。木材は貴重な地球資源で、特定の地域の人が自分たちのためだけに使っては
いけないし、しっかり保存していくことも大事だと考えるようになってきました。でもまだまだ杉はあまり上手
く、広く使われていません。どうしてでしょうか ?
  私たちの祖先が大切に守ってきた杉。経済の都合で取り残されてしまった杉、それとこれからどう付き合って
いくか ? そしてこれから日向市がどんなまちになったらいいか ? その二つを一緒に考えるところから皆さんの夢
に繋げていかないか ? ということが今回の大きなテーマです。

  では具体的に何をやってもらうかですが、皆さんは屋台を知っていますよね。ラーメンやおでんの屋台は見た
ことがあると思います。今回は今までにない自由な発想で杉の屋台を考えてもらいたいのです。それはまちなか、
祭り、学校のイベントなどこにでも持って行くことが出来ます。自分たちの想いや夢を語り、そこから子供から
お年寄りまでみんなで一緒に使え、楽しめる屋台をつくってみましょう。題して「移動式夢空間」と名付けました。
　たくさんのすばらしいアイディアが生まれることを今から期待しています。その中のいくつかは海野さん達に
実際に製作してもらおうと思っています。夢は実現していくものだということ、そして皆さんの考えを全国のた
くさんの人たちに知ってもらいたいからです。宮崎県は生産だけでなく、使い方も日本一だと言われるようになっ
たらどんなに素敵でしょう。
それでは皆さん、第3回に会うまでに、イメージを膨らませておいて下さい。一緒に最後まで頑張っていきましょう!

2004 年 9 月 30 日　講師代表 南雲勝志

03
夢の
はじまり

お手紙で宮崎県が一番
杉の生産が多いと書いて
あってびっくりしました。
多分、お父さんもお母さ
んも知らないと思います。

(3組 N.Kさん)

私は、日向市がどんどん
変わってゆく姿を見て 「こ
れは大人だけが考えれば
いいことだ」と思っていま
した。
でも、この手紙をよんで
見て、「未来を担う私達も
考えないといけないんだ
な」と思いました。

(2組 A.Kさん)

私はこれからの授業は、で
きる限りみんなの意見を
取り入れて、すてきな「動
く夢空間」を作れるよう、
先生の話をしっかり聞き、
関心を持ち、それを生かし
ていけるような活動にし
てゆきたいと思います。

(2組 S.Iさん)

南雲先生からのお手紙
で、日向市の未来に対して
の「夢」というものが、より
大きくふくらみました。
まだ会っていませんが、
会った日から話せるように
なれたらいいと思います。

(1組 Y.Kさん)

ぼくは、いつも街の店の
シャッターがほとんどし
まっているので店をもっ
とふやしたいと思ってい
ました。

(3組 K.Tさん)

最初南雲先生の名前を聞
いた時にだれだという気持
ちがありました。
けれどビデオや話を見たり
聞いたりしている内に、日
向のことを大切に思ってく
れている人なんだなと思
い、会って見たいという気
持ちがとても大きくなりま
した。

(2組 K.Tさん)

私は緑ゆたかで、町がい
つもにぎわってるような、
しょうがい者にもやさし
いような町にしたいです。

(2組 M.Fさん)

「なんでこうなんだろう?」
「なぜ行きにくいんだろ
う?」など、困ることやふし
ぎなことがいっぱいありま
す。だからこの授業で自分
やみんなにとって住みや
すい、困ることのない日向
市にしてゆきたいです。

(1組 T.Iさん)

私は日向市のまちをいつ
も変えたいと思っていま
した。
日向市をもっと安全で住
みよいまちにしてゆきた
いです。

(3組 C.Fさん)

杉を積極的に使ってゆく
ことはいいことだと思いま
した。
でも、使いすぎてもいけ
ないと思いました。環境問
題のことをよくかんがえ杉
を使ってゆくのがいいと
南雲先生も思ってると思
います。

(2組 R.Hさん)

建物を造るときに使われ
る木はヒノキや杉などが
ありますが、なぜ杉が良
いのですか? 
宮崎が杉の生産が多いか
らですか? 

(1組T.Sさん)

人とたくさんふれあえる
屋台、一度行ったら、また
行きたくなるような屋台
がいいと思います。

(1組 A.Mさん)

日本にいるんだから、日
本の木材を少しでも入れ
て、杉の木をもっと使える
町にしてゆき、さかんな人
が集まる日向市にしてゆ
きたいです。

(3組 T.Nさん)

南雲さんは私たちより日
向市のことを知らないの
にどうしてそんなに案が
うかぶんだろう、と思いま
した。

(2組 A.Sさん)

地球の自然を守りながら
「杉」を使って今よりも
もっともっと輝く日向を
作ってゆきたいです。

(1組 M.Iさん)

生産量だけでなく、使い
方も日本一にして全国に
知ってもらえるような日向
市にしてゆきたいです!!

   

(1組 N.Nさん)
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平
成
16
年
の
10
月
。

初
夏
か
ら
半
年
間
、

県
、市
、学
校
と
南
雲
さ
ん
で

準
備
を
進
め
て
き
た
。

「
日
本
中

ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
授
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
あ
な
た
た
ち
の
夢
を
実

現
す
る
た
め
、 

東
京
か
ら
プ

ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
に

来
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

」 

　

こ
の
時
点
で
子
供
た
ち

は
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
授
業

が
何
を
す
る
の
か
少
し
ピ

ン
と
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、「
デ
ザ

イ
ナ
ー
」と
い
う
新
鮮
な
言

葉
の
響
き
に
、お
も
し
ろ
い

こ
と
が
は
じ
ま
り
そ
う
な

予
感
を
抱
い
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

製
材
所
に
て 

　

轟
音
を
た
て
な
が
ら
丸
太

を
切
っ
て
い
く
迫
力
に
圧
倒

さ
れ
る
。 

「
日
本
の
木
材
は
、18
％
が

国
産
材
、
82
％
は
外
国
か

ら
・・・
。」（
海
野
さ
ん
力
説
） 

木
材
市
場
に
て 

　

競
り
の
様
子
を
間
近
で
見

学
す
る
子
供
た
ち
。

　

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

競
り
の
後
で
、や
り
と
り
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
通
訳
し
て

も
ら
い「
へ
ー
ー
」と
納
得
！ 

サ
ン
ド
ー
ム
日
向
に
て 

　
「
屋
根
を
見
上
げ
て
く
だ

さ
い
。 

　

杉
で
も
こ
ん
な
大
き
な
施

設
が
で
き
ま
し
た
。 

　

第
2
回
の
授
業
で
は
日
向

で
の
林
業
・
製
材
業
の
実
態

を
学
習
。 

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、バ
ス

2
台
で
出
発
。 

　

遠
足
と
違
い
、バ
ス
の
中

で
も
木
に
関
す
る
ビ
デ
オ
鑑

賞
を
し
な
が
ら
移
動
。 

杉
山
に
て 

　
「
こ
れ
が
杉
で
す
。三
十
五

年
経
っ
て
い
ま
す
。 

　

間
を
す
か
せ
て　

太
陽
の

光
が
地
面
に
届
か
な
い
と
大

き
く
な
り
ま
せ
ん
。 

　

ツ
ル
等
が
、登
れ
な
い
よ

う
に
下
枝
を
切
る
ん
で
す
。」 

　

杉
山
の
傾
斜
地
に
入
り
込

み
表
皮
に
さ
わ
り
、匂
い
を

か
ぎ
、落
ち
て
い
る
枝
を
持

ち
帰
る
。 

新
し
い
杉
の
使
い
方
、集
成

材
と
い
い
ま
す
。」 

　
「
南
極
の
氷
が
溶
け
る

と
・・・
」 

　

杉
枠
で
作
ら
れ
た
手
作

り
紙
芝
居
で
更
に
知
識
を

深
め
た
。 

ま
ち
の
話

　

県
と
市
の
方
か
ら
、現
在

中
心
市
街
地
で
進
め
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

ス
ラ
イ
ド
や
模
型
を
用
い

て
説
明
。

　

子
供
た
ち
は
、普
段
何
げ

な
く
毎
日
の
よ
う
に
歩
い
て

い
る
街
中
で
、ま
ち
づ
く
り

の
状
況
を
知
り
、こ
れ
か
ら

の
授
業
で
、ま
ち
づ
く
り
に

自
分
た
ち
も
関
わ
れ
る
・・・

　

そ
ん
な
喜
び
み
た
い
な

も
の
を
感
じ
始
め
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。

　
「
耳
川
流
域
産
杉
材
を
大

屋
根
に
使
っ
て
新
し
い
駅
舎

を
作
る
計
画
で
す
。」（
県
） 

新
駅
舎
模
型
の
周
囲
に
群

が
る
子
ど
も
達 

「
鉄
道
高
架
の
こ
と
、少
し

は
わ
か
っ
た
か
な
？
」（
県
） 

　
「
駅
前
の
新
し
い
街
や
塩

見
橋
に
あ
る
木
の
街
灯 

　

で
き
る
ま
で
こ
ん
な
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き

た
ん
で
す
。 

デ
ザ
イ
ン
し
た

人
は
こ
の
人
、南
雲
さ
ん
、 

作
る
の
を
頑
張
っ
た
の
は
、

日
向
木
の
芽
会
の
み
な
さ

ん
で
す
。」（
市
） 

交
流
の
は
じ
ま
り 

　

最
後
に
、子
ど
も
達
に
紹

介
さ
れ
た
南
雲
さ
ん
の
長
い

手
紙
。 

　

南
雲
さ
ん
が
書
い
た
、先

輩
達
の
課
外
授
業
の
こ
と

が
載
っ
て
い
る
本
も
贈
ら

れ
た
。

　

本
を
、グ
ル
ー
プ
毎
に
輪

に
な
っ
て
、ペ
ー
ジ
を
め
く

り
な
が
ら 

「
こ
れ
、か
わ
い
い
〜
！
」 

会
う
前
か
ら
、ナ
グ
モ
ワ
ー

ル
ド
の
虜
に
。

04
あしあと

授業説明・まちの話

杉の現場見学・杉の話
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講
師
登
場
!

　
　

〜
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

第
3
回
目
の
授
業
か
ら
い
よ

い
よ
移
動
式
夢
空
間
の
製
作
実

習
に
入
る
。

　

南
雲
勝
志
さ
ん
、若
杉
浩
一
さ

ん
、千
代
田
健
一
さ
ん
の
講
師
陣

が
生
徒
た
ち
の
待
つ
体
育
館
へ

入
場
。圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
で
出

迎
え
る
ふ
れ
あ
い
富
高
小
6
年

生
一
同
。何
と
い
う
歓 

迎
!

　

ま
ず
は
講
師
代
表
の
南
雲
勝

志
さ
ん
か
ら
今
回
の
課
題
の
説

明
を
受
け
る
。「
地
場
の
杉
材
を

使
っ
て
自
分
た
ち
の
夢
空
間
を

作
り
、実
際
に
街
で
使
っ
て
み

よ
う
!
」 

自
分
た
ち
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
の
共
同
作
業
が
ス
タ
ー
ト
!

15
の
夢
の
始
ま
り

　

ま
ず
は
各
ク
ラ
ス
5
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、15
の
グ
ル
ー
プ

案
を
作
成
。今
回
の
課
題
は
大

き
さ
の
制
限
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、そ
の
大
き
さ
を
体
感
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。や
り
た

い
こ
と
を
言
葉
や
絵
に
し
て
ゆ

く
子
供
た
ち
。ガ
ム
テ
ー
プ
を

床
に
貼
り
付
け
大
き
さ
を
確
認

す
る
も
な
か
な
か
イ
メ
ー
ジ
が

つ
か
め
な
い
。す
る
と
子
供
た

ち
は
体
育
館
に
あ
る
跳
び
箱
や

平
均
台
な
ど
を
持
ち
出
し
、ア

イ
デ
ア
を
あ
っ
と
言
う
間
に
具

体
化
し
て
ゆ
く
。

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

　

学
校
側
の
計
ら
い
で
、講
師

と
生
徒
た
ち
が
触
れ
合
う
時
間

が
設
け
ら
れ
た
。恥
ず
か
し
そ

う
に
し
な
が
ら
も
近
寄
っ
て
ゆ

く
男
子
た
ち
。一
気
に
講
師
を
取

り
囲
ん
で
し
ま
う
元
気
な
女
子

た
ち
。ほ
ど
な
く
、体
育
館
は
サ

イ
ン
会
場
に
な
っ
て
大
賑
わ
い
。

仲
良
く
な
る
き
っ
か
け
作
り
は

子
供
た
ち
の
方
が
上
手
な
よ

う
だ
。

　

子
ど
も
と
講
師
と
教
師
が
一
体
と
な
っ
た
授
業
を

構
築
し
た
い・・・と
い
う
思
い
が
、講
師
の
方
々
と
初

め
て
会
っ
て「
移
動
式
夢
空
間
」と
命
名
し
、熱
い
握

手
を
し
た
時
に
ビ
リ
ビ
リ
と
伝
わ
り
、「
で
き
る
!
」

と
感
じ
た
。子
ど
も
と
の
や
り
と
り
を
見
て
い
て
も

目
の
高
さ
、こ
と
ば
、ど
れ
を
と
っ
て
も
実
現
で
き
る

と
痛
感
し
た
。

　
　

(

6
年
1
組 

川
崎
先
生)

グループごとのアイデアだし

無
我
夢
中
の
子
供
た
ち

　
　

〜
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

ア
イ
デ
ア
が
出
た
ら
そ
れ
を

絵
や
文
章
に
ま
と
め
、発
表
で

き
る
よ
う
に
仕
上
げ
て
ゆ
く
。

中
に
は
立
体
的
に
寸
法
ま
で
入

れ
た
図
面
仕
立
て
の
絵
を
描
い

て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。そ
れ

ぞ
れ
の
子
供
た
ち
が
あ
っ
と
言

う
間
に
各
自
の
役
割
を
持
ち
、

見
事
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

成
立
し
て
い
る
。

　

そ
の
表
現
の
多
彩
さ
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、街
に
対
す
る
想

い
、お
年
寄
り
や
小
さ
な
子
供
へ

の
思
い
や
り
・・・
実
に
良
く
考
え

て
お
り
、大
人
た
ち
を
驚
か
せ

る
。出
揃
っ
た
15
の
夢
。才
能
の

宝
庫
、開
花
す
る
。

授

業

裏

側

の
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夢
を
形
に
す
る

　

第
4
回
目
の
授
業
は
、前
回
絵

と
し
て
ま
と
め
た
ア
イ
デ
ア
を

元
に
、各
グ
ル
ー
プ
で
模
型
製
作

を
行
う
。

　

授
業
の
冒
頭
で
は
、2
年
前
課

外
授
業
の
講
師
を
務
め
ら
れ
た

東
京
大
学
の
篠
原
修
先
生
、内
藤

廣
先
生
が
子
供
た
ち
を
激
励
。そ

ん
な
偉
い
先
生
方
に
も
サ
イ
ン

攻
め
を
す
る
。無
邪
気
で
人
懐
っ

こ
い
子
供
た
ち
は
あ
っ
と
言
う

間
に
大
人
の
懐
へ
飛
び
込
ん
で

行
く
。

　

模
型
の
材
料
も
日
向
木
の
芽

会
さ
ん
の
協
力
で
、杉
材
で
揃
え

る
こ
と
が
で
き
た
。今
回
は
計
算

が
し
や
す
い
よ
う
に
10
分
の
1

の
ス
ケ
ー
ル
で
作
る
。

形
に
す
る
難
し
さ

　

慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑
う
子

供
た
ち
。の
こ
ぎ
り
や
カ
ッ
タ
ー

ナ
イ
フ
の
使
い
方
も
ま
ま
な
ら

な
い
。接
着
剤
と
し
て
用
意
し
た

ホ
ッ
ト
ボ
ン
ド
に
も
悪
戦
苦
闘
。

休
憩
も
取
ら
ず
に
ひ
た
す
ら
作

り
続
け
る
も
な
か
な
か
う
ま
く

い
か
な
い
。子
供
た
ち
の
顔
か
ら

少
し
笑
顔
が
消
え
て
い
た
。

　

子
供
た
ち
は
今
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
モ
ノ
を
加
工
す

る
た
め
に
必
要
な「
技
術
」と
い

う
も
の
に
出
会
い
、表
現
す
る
こ

と
の
難
し
さ
を
学
ぶ
。

　

遠
の
く
夢
・・・

授
業
そ
の
後

        

先
生
と
子
供
た
ち
の
頑
張
り

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、最
大
の

難
関
は
慣
れ
な
い
工
作
道
具
の

使
い
方
。し
か
し
、そ
ん
な
中
で

仲
間
同
士
の
教
え
合
い
が
生
ま

れ
、授
業
後
も
昼
休
み
の
時
間
を

材
料
調
達
裏
話

　
　
　
　
（
海
野
さ
ん
よ
り
）

Q 
今
回
使
用
し
た
杉
は
日
向
の
ど
の
辺
り
の

山
の
杉
な
ん
で
す
か
？ 

A 「
地
元
耳
川
流
域
の
飫
肥
杉
で
す
。木
の
色

も
よ
く
や
わ
ら
か
な
優
し
い
感
じ
の
杉
で

す
。」

Q 
何
年
く
ら
い
経
っ
た
杉
な
ん
で
し
ょ
う
。 

A 「
40
〜
45
年
生
を
使
っ
て
い
ま
す
ね
。」 

Q 
３
ク
ラ
ス
分
で
ど
の
く
ら
い
使
用
し
て
ま

す
か
？ 

A 「
1
立
方
メ
ー
ト
ル
〜
1.5
立
方
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
で
す
ね
。」

模型作成

使
っ
て
、一
心
に
製
作
に
没
頭
す

る
子
ど
も
達
の
姿
に
、も
の
づ
く

り
の
持
つ
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
（
6
年
2
組 

江
藤
先
生
）

　

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
全
体
像

が
見
え
て
く
る
と
、今
度
は
本
当

に
で
き
る
の
か
な
あ
、と
心
配
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。が
、子
ど
も

達
は
反
対
に
や
る
気
満
々
で
、自

分
達
の
夢
空
間
向
け
て
、ど
ん
ど

ん
突
き
進
ん
で
行
き
、私
は
後
を

追
っ
か
け
る
感
じ
で
し
た
。

　
　
　
（
6
年
3
組 

黒
木
先
生
）

授

業

裏

側

の
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15
の
夢　

模
型
完
成
!

　

第
5
回
目
の
授
業
は
、苦
労
の

末
、出
来
上
が
っ
た
模
型
を
使
っ

て
各
グ
ル
ー
プ
案
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
実
施
。前
回

の
授
業
で
は
完
成
に
ま
で
至
ら

な
か
っ
た
模
型
を
子
供
た
ち
は
ク

ラ
ス
の
先
生
と
共
に
考
え
、見
事

に
完
成
さ
せ
て
い
た
。

　

体
育
館
に
並
べ
ら
れ
た
模
型

た
ち
に
は
、み
ん
な
の
夢
が
愛
情

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
表
現
さ
れ

て
い
た
。苦
労
に
苦
労
を
重
ね
や

り
遂
げ
た
満
足
感
か
ら
か
、各
グ

大
人
た
ち
へ
の
挑
戦
〜

設
計
・
最
終
確
認
模
型
製
作

　

み
ん
な
の
夢
が
つ
ま
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
を
手
に

し
て
、気
を
引
き
締
め
直
す
講
師
陣
。子
供
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を
実
際
造
れ
る
か
た
ち
に
設

計
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。こ
こ
か
ら
が
プ

ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
腕
の
見
せ
所
。講
師
間

で
ス
ケ
ッ
チ
や
図
面
の
や
り
取
り
を
す
る
た

め
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
メ
ー
ル
、電
話
が

飛
び
交
う
。

こ
の
や
り
取
り
の
最
中
、南
雲
先
生
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
空
間
に
素
晴
ら
し
い
テ
ー
マ
が

与
え
ら
れ
た
。

　

少
し
全
体
の
事
を
考
え
て
い
ま
す
。ク

ラ
ス
案
は
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
が
、6
年
生
全
体
で
ど
う
表
現
し
た

ら
い
い
か
。

　
一
組
は
タ
カ
ラ
バ
コ
で
す
。色
ん
な
も
の

を
収
納
し
、そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
生

ま
れ
て
き
そ
う
で
す
。

　

二
組
は
夢
の
駄
菓
子
屋
で
す
。こ
れ
は

な
ん
と
い
っ
て
も
楽
し
い
。

　

三
組
は
夢
の
移
動
図
書
館
。こ
れ
は
学

ん
で
い
く
空
間
で
す
。

　

そ
こ
で
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
一
組

は
創
の
空
間
、二
組
は
遊
の
空
間
、三
組
は

知
の
空
間
な
ん
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

　

こ
れ
は
ど
れ
も
子
供
た
ち
に
と
っ
て
不

可
欠
な
も
の
で
す
。（
も
ち
ろ
ん
大
人
た
ち

も
）そ
し
て
三
つ
の
形
も
そ
れ
ぞ
れ
四
角
、

三
角
、丸
と
特
徴
的
な
カ
タ
チ
を
出
せ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
よ
う
や
く
実

物
の
製
作
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
プ
ロ
チ
ー
ム
は
最
終
確
認
の
た
め

プ
ロ
の
手
に
よ
る
模
型
を
製
作
す
る
こ
と

に・・・

グループ案・クラス案の
プレゼンテーション

ル
ー
プ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
そ
ん
な
自
信
に
満
ち
た
堂
々

た
る
も
の
だ
っ
た
。「
ど
う
だ
、先

生
た
ち
!
」

良
く
見
る
と
と
て
も
細
か
い
と

こ
ろ
に
ま
で
気
を
使
っ
て
あ
り
、

子
供
た
ち
の
こ
だ
わ
り
が
良
く

伝
わ
っ
て
く
る
。夢
が
再
び
見
え

て
来
た
。

15
の
夢
を
3
つ
の
大
き
な
夢
へ

　

グ
ル
ー
プ
で
出
し
た
ア
イ
デ

ア
を
今
度
は
ク
ラ
ス
案
と
し
て

ま
と
め
て
ゆ
く
。子
供
た
ち
と

先
生
方
の
頑
張
り
で
、既
に
ク
ラ

ス
と
し
て
の
案
は
ま
と
め
ら
れ

て
い
た
。こ
の
短
い
期
間
で
各
グ

ル
ー
プ
の
案
を
ま
と
め
、と
て
も

わ
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
く
れ
た
。ク
ラ
ス

が
一
体
と
な
っ
た
発
表
に
講
師
陣

も
感
動
を
禁
じ
え
な
い
よ
う
で

あ
っ
た
。

　

小
さ
な
夢
の
集
ま
り
が
大
き

な
夢
へ
と
広
が
っ
て
ゆ
く
。子
供

た
ち
は
で
き
る
だ
け
み
ん
な
の

思
い
を
少
し
ず
つ
で
も
取
り
入

れ
よ
う
と
努
力
し
た
よ
う
だ
。

　

仲
間
へ
の
思
い
や
り
が
伝
わ
っ

て
き
た
。授

業

裏

側

の
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プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
仕
事

　

第
6
回
目
の
授
業
で
は
、ま
ず
プ
ロ
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
最
終
確
認
用
模
型
を

子
供
た
ち
に
披
露
。も
っ
た
い
ぶ
っ
て
箱

に
入
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
授
業
開
始
の

挨
拶
を
す
る
講
師
陣
。子
供
た
ち
は
そ
わ

そ
わ
し
て
早
く
模
型
を
見
た
い
!
と
い

う
目
で
訴
え
て
い
る
。

　

取
り
出
す
間
、子
供
た
ち
に
は
目
を

閉
じ
て
も
ら
い
、一
斉
に
公
開
!
「
お

お
ー
ー
ー
!
」と
い
う
ど
よ
め
き
が
教
室

一
杯
に
広
が
る
。講
師
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ

設
計
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
確
認

を
取
っ
て
ゆ
く
。引
出
し
や
扉
、ひ
さ
し

を
動
か
す
た
び
に
湧
き
上
が
る
歓
声
。巧

み
に
製
作
さ
れ
た
模
型
を
前
に
驚
き
、そ

し
て
と
て
も
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
持
っ

て
プ
ロ
の
設
計
を
承
認
し
た
よ
う
だ
。

　
「
私
達
、僕
達
の
夢
が
ま
た
一
歩
現
実

に
近
づ
い
た
!
」

実物製作1

骨
組
み

　

満
を
持
し
て
日
向
木
の
芽
会
、海
野
さ

ん
、藤
永
さ
ん
の
登
場
!

　

い
よ
い
よ
実
物
の
製
作
に
入
る
。ま
ず

は
基
本
的
な
骨
組
み
の
組
立
て
か
ら
。技

術
を
要
す
る
箇
所
は
予
め
藤
永
さ
ん
が

組
立
て
済
み
で
、底
板
の
貼
り
付
け
や
柱

を
立
て
る
作
業
を
子
供
た
ち
で
行
う
。金

槌
の
使
い
方
も
ど
こ
か
危
な
げ
だ
が
、子

供
た
ち
は
自
然
と
自
分
の
役
割
を
把
握

し
、造
り
方
を
覚
え
て
い
っ
た
。み
ん
な
で

行
う
作
業
は
難
し
く
て
も
、と
て
も
楽
し

い
よ
う
で
、み
ん
な
の
表
情
が
生
き
生
き

と
し
て
い
る
。日
向
市
や
県
の
職
員
も
子

供
た
ち
を
応
援
、指
導
に
当
た
る
。

　

底
板
の
裏
側
に
は
製
作
記
念
と
し
て

各
自
の
名
前
と
将
来
の
夢
な
ど
を
書
い

て
、打
ち
付
け
て
い
っ
た
。ち
ょ
っ
と
し
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
だ
。

　

出
来
上
が
っ
た
骨
格
を
前
に
は
し
ゃ
ぐ

子
供
、大
人
た
ち
。夢
の
実
現
に
向
け
て

一
体
と
な
っ
た
仲
間
達
。そ
の
表
情
は
ど

こ
か
誇
ら
し
げ
で
自
分
達
が
作
っ
た
も
の

へ
の
愛
情
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

内田洋行のスタッフ有志が集まり、完成させた模型。
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下
準
備

　

前
回
、骨
組
み
を
組
上
げ
た
後
、藤
永
木

工
所
で
は
そ
の
骨
組
み
に
取
り
付
け
る
棚

や
扉
、ひ
さ
し
、天
板
と
い
っ
た
も
の
の
製

作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。こ
こ
か
ら
の
仕

事
は
正
に
藤
永
さ
ん
の
得
意
分
野
。通
常

の
仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
製
作
に
没
頭
。そ

の
出
来
栄
え
は
見
事
！
の
一
言
。子
供
た

ち
に
見
せ
る
前
に
実
物
を
見
た
大
人
た
ち

は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
。

仕
上
げ

　

骨
組
み
の
状
態
か
ら
ど
う
変
わ
っ
た
の

か
、子
供
た
ち
は
全
く
知
ら
な
い
。校
舎

の
外
に
は
青
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
隠
さ

れ
た
夢
空
間
が
並
ん
で
い
て
、こ
れ
を
南

雲
先
生
が
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ひ
と
つ
ひ

と
つ
シ
ー
ト
を
取
っ
て
い
っ
た
。ひ
と
つ
除

幕
さ
れ
る
ご
と
に
湧
き
上
が
る
歓
声
。自

分
達
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
が
と
う
と
う

現
実
に
使
え
る
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　

今
回
の
作
業
は
、ま
だ
仮
止
め
し
て
あ

る
側
板
や
引
出
し
の
底
板
の
釘
打
ち
と
や

す
り
が
け
。こ
う
い
っ
た
大
工
作
業
を
し

て
い
る
時
が
一
番
楽
し
そ
う
だ
。

南
雲
さ
ん
の
悪
巧
み
？

　

南
雲
さ
ん
の
い
た
ず
ら
で
若
杉
さ

ん
、千
代
田
さ
ん
は
仕
事
の
都
合
で

欠
席
と
い
う
こ
と
に・・・。ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
で
包
ま
れ
た
完
成
間
近
の

夢
空
間
に
潜
ん
で
い
て
、突
然
現
れ

て
み
ん
な
を
驚
か
せ
て
や
ろ
う
と
い

う
仕
掛
け
。こ
の
演
出
は
う
ま
く
行

き
、校
長
先
生
で
す
ら
び
っ
く
り
。子

供
た
ち
も「
は
め
ら
れ
た
ー
」と
悔

し
が
る
。何
事
も
洒
落
を
忘
れ
な
い

の
が
ス
ギ
ダ
ラ
軍
団
。

実物製作2

イ
ベ
ン
ト
企
画

　

次
に
最
終
日
の
発
表
会
で
の
イ
ベ
ン
ト

ア
イ
デ
ア
を
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
が
発

表
。

1
組
ー
創
の
空
間

杉
を
使
っ
た
し
お
り
、キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
、写
真
立
て
を
お
客
さ
ん
自

身
で
作
っ
て
も
ら
う
参
加
型
工

房
。

2
組
ー
遊
の
空
間

イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、

杉
グ
ッ
ズ
の
販
売
。

3
組
ー
学
の
空
間

移
動
図
書
館
、ゲ
ー
ム
、手
品
、紙

芝
居
。

　

3
つ
の
夢
空
間
が
連
携
し
て
一
体
感
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、チ
ケ
ッ
ト
は
折
り
紙
に
し
て

買
っ
た
人
に
折
鶴
を
折
っ
て
も
ら
い
、商
品

と
引
き
換
え
る
と
い
う
素
敵
な
ア
イ
デ
ア

が
採
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
の

は
こ
の
折
鶴
を
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災

者
の
方
へ
の
お
見
舞
い
に
送
る
と
い
う
発

想
を
子
供
た
ち
が
考
え
出
し
た
こ
と
だ
。

販
売
す
る
商
品
を
宮
崎
県
の
誇
る
杉
材
で

作
っ
た
り
、お
見
舞
い
を
考
え
た
り
、子
供

た
ち
は
こ
の
授
業
の
本
質
を
ち
ゃ
ん
と
理

解
し
て
い
る
。

　

3
つ
の
大
き
な
夢
が
さ
ら
に
大
き
な
1

つ
の
夢
に
繋
が
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
た
。

藤
永
木
工
所
の
皆
さ
ん

　

授
業
当
日
の
早
朝
、藤
永
さ
ん
の

木
工
所
か
ら
通
学
中
の
生
徒
達
に

見
つ
か
ら
な
い
よ
う
こ
そ
こ
そ
と
夢

空
間
た
ち
を
学
校
に
運
び
こ
ん
だ
。

藤
永
さ
ん
と
職
人
の
み
な
さ
ん
は
、

出
す
の
が
寂
し
い
、寂
し
い
と
漏
ら

し
て
い
た
。

授

業

裏

側

の
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つ
い
に
や
っ
て
き
た
最
終
回

　

最
終
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午
前
中
に

1
年
生
を
招
い
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
。午
後

は
父
兄
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
ご
招
待
し

て
の
店
開
き
、本
番
だ
。

　

朝
か
ら
み
ん
な
で
夢
空
間
の
飾
り
付

け
を
す
る
。の
ぼ
り
や
看
板
の
取
り
付

け
、商
品
の
陳
列
、そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト

道
具
を
み
ん
な
で
協
力
し
て
手
際
よ
く

進
め
て
い
っ
た
。ど
の
子
も
自
分
の
役
割

を
知
り
、自
発
的
に
動
い
て
行
く
。飾
り

付
け
が
進
む
に
つ
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢

空
間
が
生
き
生
き
と
楽
し
げ
に
な
っ
て

ゆ
き
、お
客
様
を
お
迎
え
す
る
に
相
応

し
い
設
え
が
整
い
始
め
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
〜
夢
を
共
有
し
た
1
年
生

　

お
客
さ
ん
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
、

ま
ず
は
1
年
生
を
招
い
て
の
練
習
。期

待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
1
年
生
が
登

場
し
た
。夢
空
間
で
し
か
使
え
な
い
硬
貨

「
100
夢
」を
手
に
持
ち
、夢
を
買
う
小
さ

な
1
年
生
。さ
す
が
に
6
年
生
の
お
兄

さ
ん
、お
姉
さ
ん
、1
年
生
に
や
さ
し
く

教
え
た
り
き
っ
ち
り
面
倒
を
見
て
い
る
。

6
年
生
が
作
っ
た
夢
空
間
を
通
じ
て
、1

年
生
も
今
ま
で
に
無
い
夢
を
体
験
。

　

子
供
た
ち
が
自
分
達
の
ま
ち
に
、こ

う
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
描
い
た
夢
が

今
こ
こ
に
実
現
し
た
。

発
表
会
本
番
！

　

午
後
か
ら
は
保
護
者
の
皆
さ
ん
や
近

隣
の
住
民
の
方
を
招
い
て
の
発
表
会
。

子
供
た
ち
が
用
意
し
た
イ
ベ
ン
ト
会
場

の
熱
気
あ
る
雰
囲
気
に
、大
の
大
人
が

夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
。シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
工
作
を
楽
し
ん
だ
り
、中
に

は
む
き
に
な
っ
て
子
供
と
の
ゲ
ー
ム
に

熱
中
し
て
い
る
保
護
者
の
方
も
・・・
も

う
、会
場
は
普
通
に
街
中
で
や
っ
て
い
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
場
の
よ
う
に

溢
れ
ん
ば
か
り
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

子
供
た
ち
の
接
客
応
対
も
様
に
な
っ
て

お
り
、と
て
も
立
派
だ
。

　

新
潟
中
越
地
震
の
被
災
者
の
方
々
へ

贈
る
募
金
集
め
も
大
き
な
声
で
元
気
良

く
回
っ
て
い
た
の
で
、来
場
者
の
皆
さ
ん

も
た
く
さ
ん
募
金
協
力
し
て
く
れ
た
よ

う
だ
。

　

夢
が
現
実
へ
・・・
大
人
、子
供
、関
係

無
く
一
体
化
し
た
空
間
。立
派
に
成
長
し

た
子
供
た
ち
。そ
し
て
、子
供
た
ち
に
多

く
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
大
人
た

ち
。参
加
し
て
く
れ
た
保
護
者
、来
場
者

の
方
々
は
そ
う
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

涙
の
修
了
式

　

と
う
と
う
お
別
れ
の
時
が
や
っ
て
来

た
。で
き
れ
ば
、こ
の
ま
ま
終
わ
ら
な
い

で
欲
し
い
と
皆
願
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

発表会

う
。子
供
た
ち
が
講
師
陣
や
こ
の
授
業

を
支
援
し
続
け
て
く
れ
た
人
々
に
感
謝

の
言
葉
を
読
み
上
げ
た
。最
初
の
頃
か

ら
比
べ
る
と
、と
て
も
立
派
に
な
っ
た
。

こ
の
授
業
を
通
じ
て
確
か
に
成
長
し
た

の
だ
。

　

特
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
が
、感
謝
の
気

持
ち
。自
分
た
ち
だ
け
の
力
で
は
な
く
、

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
実
現
で
き
た

こ
と
を
心
の
底
か
ら
感
謝
し
て
い
た
。

　

講
師
か
ら
の
最
後
の
言
葉
は
、胸
一
杯

で
と
て
も
言
葉
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

頑
張
っ
て
夢
を
実
現
で
き
た
証
と
し

て
、南
雲
先
生
が
主
宰
す
る
日
本
全
国

ス
ギ
ダ
ラ
ケ
倶
楽
部
の
会
員
証
が
修
了

証
と
し
て
全
員
に
授
与
さ
れ
た
。

　

最
後
に
校
長
先
生
か
ら
や
さ
し
い
一

言
が
・・・「
み
な
さ
ん
は
今
日
か
ら
ス

ギ
ダ
ラ
ケ
倶
楽
部
の
会
員
に
な
り
ま
し

た
。切
ろ
う
と
し
て
も
切
れ
な
い
大
き

な
絆
が
で
き
ま
し
た
。」

　

こ
の
夢
の
実
現
を
果
た
し
た
時
間
を

共
有
し
て
き
た
み
ん
な
は
と
て
も
大
き

な
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
の
だ
。も
の
の

在
り
方
、そ
し
て
関
わ
り
方
の
未
来
が

こ
こ
に
あ
る
、と
誰
も
が
確
信
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

か
っ
た
。最
後
の
最
後
に
子
供
た
ち
が
素

晴
ら
し
い
歌
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。昨

年
の
音
楽
発
表
会
で
歌
っ
た「
こ
の
星
に

生
ま
れ
て
」の
合
唱
を
・・・
そ
れ
ま
で
堪

え
て
い
た
涙
が
・・・
大
人
た
ち
も
、子
供

た
ち
も
・・・

　

こ
う
し
て
、夢
を
共
有
し
て
き
た
日

向
市
活
性
化
塾
の
幕
が
閉
じ
た
。
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05
かたちに
なった夢

6年1組
6年1組のテーマは「創」の空
間／トレジャーボックス。
たくさんの引き出しがスツー
ルに変わり、周りに広場が生
まれます。

6年2組
6年2組のテーマは「遊」の空
間／動くレインボーランド。
雑貨や駄菓子などを、回転式
の台に陳列できるようになっ
ています。

6年3組
6年3組のテーマは「学」の空
間／夢の図書館。
紙芝居の窓や読書、ゲームの
ためのテーブルがあります。

第
1
回
か
ら
第
8
回
ま
で
、。
そ
の
課
程
の
中
で
、

夢
は
確
実
に
か
た
ち
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

児
童
も
、
教
師
も
、
講
師
も
、

そ
し
て
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
た
成
果
が
、

す
ば
ら
し
い
夢
空
間
と
な
っ
た
の
で
す
。

各クラスの検討時に書かれたスケッチ。
南雲さんの提案により、各クラスの「創」、「遊」、「学」のテーマが決定し、
形もそれぞれ特長付けられた。

今回のまちづくり授業が始まる前2001年に南雲さ
んが立案していた屋台プロジェクト。夢はここから
始まっていた。

撮影／村角創一

スケッチを元に作成された設計図。細部のディティールまで書き込まれている。
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06
関係者の
コメント

　

東
京
大
学
大
学
院　

篠
原 

修　

教
授

普
段
、算
数
で
計
算
し
た
り
、国
語
で
作
文
を
書
い

た
り
、理
科
の
実
験
を
し
た
り
、そ
れ
も
お
も
し
ろ
い

け
れ
ど
、実
際
に
こ
う
い
う
も
の
を
つ
く
る
ほ
う
が

ず
っ
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
?　

企

画
を
考
え
て
、み
ん
な
で
議
論
し
て
、す
ご
く
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

普
通
は
、模
型
の
製
作
く
ら
い
で
終
わ
り
で
し
ょ

う
け
ど
、さ
き
ほ
ど
実
物
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。あ
れ
だ
っ
た
ら
ぼ
く
も
乗
れ
る
か
な
…
。お
祭
り

の
と
き
に
も
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
、こ
こ
で
お
で
ん

を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

自
分
が
つ
く
っ
た
も
の
、も
ち
ろ
ん
覚
え
て
い
る

よ
ね
?

み
ん
な
が
卒
業
し
て
、あ
と
2
年
後
く
ら
い
に
ま

ち
が
完
成
し
た
と
き
、こ
れ
を
も
っ
て
い
っ
て
、ま
た

そ
の
時
に
会
い
ま
し
ょ
う
。諸
君
に
は
ま
だ
ち
ょ
っ

と
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、本
の
屋
台
も
あ
る
の

で
、先
生
が
1
冊
本
を
寄
付
し
て
い
き
ま
す
。頑
張
り

ま
し
た
ね
。（
拍
手
）

東
京
大
学
大
学
院　

内
藤 

廣　

教
授

富
高
小
学
校
の
小
学
生
諸
君
。た
い
へ
ん
な
熱
意

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。そ
れ
を
う

ま
く
い
い
結
果
に
導
い
た
先
生
方
の
熱
意
も
す
ば
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、い
ろ
ん
な
人
が
協
働

し
て
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
も
の
を
つ
く
る
と

い
う
の
が
基
本
で
す
。今
回
の
模
型
製
作
で
皆
さ
ん

が
や
っ
た
こ
と
は
、ま
さ
に
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
が
日
向
市
を
担
っ
て
い
く
世

代
に
な
っ
た
と
き
、同
じ
よ
う
に
協
力
し
あ
っ
て
、み

ん
な
の
ま
ち
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
の
熱
意
、純
粋
な
気
持
ち
、そ
れ
を
忘
れ
ず
に
大

人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。大
人
に
な
る
と
だ
ん
だ
ん

そ
う
い
う
も
の
を
忘
れ
て
、自
分
勝
手
に
自
分
の
利

益
だ
け
を
考
え
る
人
が
で
て
き
ま
す
が
、皆
さ
ん
が

今
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
け
れ
ば
、日
向
市
は
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

6
年
1
組　

川
崎
孝
志　

先
生

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
立
ち
上
が
っ
た
。ま
ち
を
活

性
化
さ
せ
る
手
段
と
し
て
考
え
た
の
が
、そ
の
名
も

「
移
動
式
夢
空
間
」。教
師
も
子
ど
も
も
こ
の
活
動
に

夢
を
持
ち
つ
つ
、不
安
も
あ
っ
た
。が
、力
の
限
り
挑

ん
だ
。何
も
無
い
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、グ
ル
ー

プ
案
、模
型
作
り
。そ
し
て
ク
ラ
ス
案
。今
ま
で
や
っ

た
こ
と
も
無
い
よ
う
な
発
表
や
説
明
…
そ
し
て
活

動
。た
く
さ
ん
の
難
関
を
乗
り
越
え
、自
分
達
の
力
で

夢
が
現
実
に
…
な
ん
て
素
敵
な
体
験
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
と
羨
ま
し
く
感
じ
た
。あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
関

心
を
持
ち
、感
動
し
、そ
し
て
た
く
さ
ん
の
方
の
協
力

に
気
づ
き
、感
謝
す
る
。だ
か
ら
実
現
で
き
た 

！　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
言
う
ま
で
も
無
く
、笑
顔
、感
動
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。こ
の
活
動
で
身
に
付
い
た
力
は

星
の
数
く
ら
い
あ
る
。教
師
も
講
師
も
子
ど
も
達
と

一
体
と
な
っ
て
、夢
に
向
っ
て
突
き
進
む
。こ
れ
が
教

育
の
原
点
な
の
で
は
…
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
か
け

が
え
の
な
い
宝
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
子
ど
も

達
に
感
謝 

！

6
年
2
組　

江
藤
英
俊　

先
生

も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
的
な
学
習
の

時
間
。私
は
杉
と
い
う
素
材
が
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
教
材
に
な
る
と
は
正
直
、想
像
も
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。「
僕
は
、木
を
切
る
こ
と
が
全
て
環
境
破

壊
だ
と
思
っ
て
ま
し
た
。」と
話
し
て
い
た
A
君
。

「
4m
っ
て
意
外
と
長
い
ね
。」と
体
で
空
間
を
と
ら
え

て
い
た
B
さ
ん
。「
将
来
、大
工
さ
ん
に
な
り
た
い
。」

と
日
記
に
書
い
て
き
た
C
君
。ど
こ
に
で
も
あ
る
杉

が
、子
ど
も
達
に
様
々
な
知
識
と
ス
キ
ル
、そ
し
て
夢

を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。の
こ
ぎ
り
を
う
ま
く

使
え
な
い
子
ど
も
。両
手
で
か
な
づ
ち
を
使
お
う
と

す
る
子
ど
も
。今
の
子
ど
も
達
は
昔
の
子
と
比
べ
て

本
当
に
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

私
は
、今
の
子
ど
も
達
は
そ
れ
ら
を「
学
ぶ
チ
ャ
ン

ス
」が
無
か
っ
た
だ
け
だ
と
感
じ
ま
し
た
。多
く
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、「
学
ぶ
チ
ャ
ン
ス
」を
得
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、子
ど
も
達
の
人
生
を
後
押
し

す
る
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

6
年
3
組　

黒
木
博
美　

先
生

学
校
で
行
う
授
業
と
は
全
く
違
う
ス
タ
イ
ル
で
、

人
・
時
間
・
空
間
の
壁
を
越
え
て
、子
ど
も
達
の
自
由

な
発
想
や
夢
を
表
現
で
き
る
場
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。3

組
は
、誰
を
対
象
に
し
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て

喜
ん
で
も
ら
う
の
か
、と
い
う
問
い
か
け
か
ら
出
発

し
ま
し
た
。5
つ
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
が
見
事
に

答
え
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。ク
ラ
ス
案
と
し
て
一

つ
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
出
て
き
ま
し
た
。き
っ

と
つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。生
き
物
が
大

好
き
な
子
が
水
槽
を
考
え
た
り
、父
親
の
仕
事
を
見

て
る
子
が
盆
栽
を
考
え
た
り
、い
ろ
い
ろ
な
想
い
が

あ
っ
て
出
て
き
た
こ
と
を
、も
っ
と
時
間
が
あ
れ
ば

実
現
さ
せ
ら
れ
た
な
あ
、と
反
省
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
や
私
に
と
っ
て
こ
の
授
業
は
い
つ
ま
で

も
心
に
残
る
大
切
な
思
い
出
で
あ
り
、貴
重
な
経
験

で
も
あ
り
ま
し
た
。　

日
向
木
の
芽
会　

海
野 

洋
光
さ
ん

日
向
木
の
芽
会
は
、杉
と
い
う
地
元
の
素
材
を
児

童
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で
臨

み
ま
し
た
。

結
果
は
想
像
以
上
の
も
の
で
、杉
の
可
能
性
を
想

像
力
豊
か
に
表
現
し
て
も
ら
い
、新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。3
人
の
講
師
か
ら
頂
い
た
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

は
、妥
協
の
な
い
本
物
を
作
る
こ
と
で
し
た
。

今
回
の
授
業
が
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、ご
く
当

た
り
前
な
教
育
の
シ
ス
テ
ム
に
な
る
こ
と
を
強
く
望

み
ま
す
。「
自
分
の
生
き
方
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
」と

子
ど
も
た
ち
に
言
わ
れ
る
授
業
に
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

日
向
木
の
芽
会　

藤
永 

浩
二
さ
ん

当
初
は
、リ
ヤ
カ
ー
に
乗
っ
た
お
で
ん
の
屋
台
を

想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、い
ざ
、図
面
が
渡
さ
れ
て
み

る
と
あ
な
た
た
ち
の
発
想
に
、び
っ
く
り
仰
天
、驚

き
、桃
の
木
、杉
の
木
で
し
た
。

私
達
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
仕
事
で
、わ
く
わ
く

し
な
が
ら
製
作
し
て
い
き
、次
第
に
楽
し
く
な
り
、

本
業
そ
っ
ち
の
け
に
無
我
夢
中
で
思
わ
ず
地
上
の
星

を
唄
い
な
が
ら
一
生
懸
命
で
し
た
。ど
ん
ど
ん
形
に

な
っ
て
い
く
過
程
で
愛
着
が
湧
き
、工
場
か
ら
出
し

た
く
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
の
夢
空
間
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、充
実

感
と
感
謝
の
想
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。大
変
よ
い
勉

強
を
さ
せ
て
も
ら
い
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

保
護
者
か
ら
の
こ
と
ば

子
供
た
ち
が
、こ
の
4
ヶ
月
間
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
た
課
外
授
業
も
つ
い
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。始
め
た
こ
ろ
は
イ
マ
イ
チ
動
き
も
に
ぶ
く
、こ

ん
な
ん
で
完
成
ま
で
い
け
る
の
か
…
と
心
配
し
て
み

て
い
ま
し
た
。「
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
か
?
」「
な
に

し
た
ら
い
い
の
」と
、自
分
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
子
供
た
ち
が
、先
日
の
参
観
日
に
い
っ
て

み
る
と
、見
違
え
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。こ

の
授
業
を
通
し
て「
自
分
か
ら
何
か
を
す
る
」と
い
う

こ
と
を
学
ん
だ
の
で
し
ょ
う
…
ね
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
授
業
は
ど
ん
な「
成

果
」を
残
し
た
の
で
し
ょ
う
?

子
供
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
聞
い
て
み
た
い
も
の

で
す
。

↓

↓
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講
師
座
談
会

南
雲
勝
志
×
若
杉
浩
一
×
千
代
田
健
一

楽
し
む
こ
と
か
ら
始
ま
る
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

07
振り
返って

│
│
課
外
授
業
を
終
え
て
、こ
の
熱
気
は
何

だ
っ
た
の
か
、と
関
係
者
の
誰
も
が
考
え
た

と
思
う
ん
で
す
。行
政
も
学
校
も
デ
ザ
イ

ナ
ー
も
地
元
の
木
材
関
連
業
者
も
、み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
も

大
き
か
っ
た
。で
も
、負
担
も
結
構
大
変
だ
っ

た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
れ
で
も
突
き
進
ん

で
行
け
た
の
は
、何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
、っ
て
。

き
っ
と
深
い
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
っ
た
か
ら

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

南
雲
◆
僕
は
、こ
れ
は
ス
ギ
ダ
ラ(

*1)

の
活

動
の
一
環
と
考
え
る
と
説
明
し
や
す
い
と
思

う
。授
業
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
と
い
う
よ

り
、杉
と
人
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
を
改

め
て
再
確
認
し
た
、っ
て
感
じ
が
す
る
。

若
杉
◆
そ
う
で
す
ね
。ス
ギ
ダ
ラ
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
っ
て
製
品
に
な
り
に
く
い
で
し
ょ
う
？

ど
こ
に
価
値
が
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く
い

し
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
や
っ
か
い
だ
し
。で
も

今
回
、産
地
や
地
域
の
人
と
接
し
て
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き
れ
ば
ス

ギ
ダ
ラ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
も
存
在
し
得
る
、と
確

信
し
ま
し
た
ね
。そ
れ
か
ら
、子
ど
も
た
ち

を
通
じ
て
、将
来
も
こ
う
い
っ
た
モ
ノ
づ
く

り
の
あ
り
方
が
理
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
可
能
性
が
確
認
で
き
た
の
は
、我
々
企
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
と
っ
て
は
非
常
に
価
値
の
あ

る
こ
と
だ
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

千
代
田
◆
僕
と
し
て
は
、今
回「
日
向
木
の

芽
会
」の
人
た
ち
に
会
っ
て
、こ
ん
な
に
強
い

思
い
を
抱
い
て
杉
に
関
わ
っ
て
い
る
人
が
い

る
、っ
て
知
っ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫
で
し

た
け
ど
、彼
ら
と
一
緒
に「
杉
コ
レ
」を
や
っ

て
、一
気
に
全
国
に
仲
間
が
増
え
て
き
た
、っ

て
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

南
雲
◆
そ
れ
を
結
び
つ
け
て
い
る
の
が
杉

な
ん
だ
よ
。素
材
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
こ

と
よ
り
も
、人
を
つ
な
げ
る
力
を
持
っ
て
い

る
。そ
れ
こ
そ
杉
の
可
能
性
だ
と
思
う
ん

だ
。

若
杉
◆
今
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
で
誰
が

つ
く
っ
た
か
わ
か
ん
な
い
、安
全
で
安
心
で

便
利
っ
て
い
う
シ
ロ
モ
ノ
ば
か
り
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。そ
ん
な
中
で
消
費
者
と
生
産
者
と

の
関
わ
り
が
な
く
な
っ
て
き
ち
ゃ
っ
て
い
る

け
ど
、今
回
、や
っ
ぱ
り
モ
ノ
づ
く
り
の
背
景

が
見
え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。お
互
い
を
理
解
し
て
覚
悟
を
決
め
て
や

ら
な
い
と
、こ
う
い
う
モ
ノ
っ
て
生
ま
れ
な

い
。世
の
中
が
そ
う
な
っ
て
く
れ
ば
、も
う
少

し
健
全
な
モ
ノ
の
生
ま
れ
方
、使
い
方
が
出

て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。

南
雲
◆
少
な
く
と
も
相
手
の
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
考
え
る
と
か
ね
。......

そ
れ
っ
て
当
た
り

前
の
こ
と
じ
ゃ
ん(

笑)
│
│
今
回
の
こ
の
取
り
組
み
っ
て
、と
て
も

「
ま
っ
と
う
な
」社
会
活
動
で
あ
り
、生
産
活

動
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。そ
こ
に
暮
ら
す

人
が
地
域
の
素
材
を
活
用
し
て
街
を
つ
く

り
、子
ど
も
、つ
ま
り
未
来
を
育
て
る
。そ
こ

に
い
ろ
ん
な
人
の
知
恵
や
技
能
が
生
か
さ
れ

て
、一
緒
に
生
き
て
い
る
ん
だ
な
、っ
て
こ
と

を
実
感
で
き
る
。考
え
て
み
る
と
す
ご
く
当

た
り
前
な
喜
び
で
す
よ
ね
。

若
杉
◆
そ
う
な
ん
で
す
よ
。な
ん
で
こ
う
当

た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
、と
改
め
て
思
い
ま
す
。「
ま
っ
と
う
な
こ

と
」の
力
強
さ
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。

南
雲
◆
な
ん
で
で
き
な
い
か
、っ
て
い
う
と
、

日
本
が
病
ん
で
い
る
か
ら
だ
と
思
う
ん
だ

よ
。ど
う
や
っ
た
ら
そ
れ
を
変
え
て
い
け
る

の
か
、そ
れ
が
ス
ギ
ダ
ラ
の
最
も
重
要
な
活

動
だ
よ
ね
。ス
ギ
で
何
か
を
つ
く
ろ
う
、っ
て

こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
な
。

千
代
田
◆
ス
ギ
ダ
ラ
会
員
の
コ
メ
ン
ト
読

む
と
、日
本
の
林
業
や
杉
が
抱
え
て
い
る
問

題
に
関
心
が
あ
る
、っ
て
い
う
人
が
多
い
で

す
よ
。

南
雲
◆
建
築
関
係
の
人
に
と
っ
て
は
、杉
は

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
使
う
と
か
、マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
ら
し
い
。杉
っ
て
真

剣
に
考
え
る
と
つ
い
つ
い「
難
し
い
」「
つ
ら

い
」っ
て
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
よ
。そ
の
点
、ス

ギ
ダ
ラ
の
い
い
と
こ
ろ
は
あ
ん
ま
り
杉
の

こ
と
考
え
て
な
い
っ
て
こ
と
だ
よ
ね(

笑)

一
同
◆
考
え
て
な
い
!?(

爆
笑)

南
雲
◆
も
ち
ろ
ん
考
え
て
る
け
ど
、ど
う

や
っ
た
ら
楽
し
い
か
、っ
て
い
う
方
向
に
す

ぐ
行
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
。そ
れ
が
大
事
な

ん
だ
よ
。杉
の
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
て
る

と
、強
度
や
割
れ
ば
か
り
気
に
な
っ
て
何
も

で
き
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。

若
杉
◆
そ
う
そ
う
、そ
の
く
ら
い
ユ
ル
い
関

係
、っ
て
い
う
か
、許
し
合
う
関
係
が
な
い
と
、

「
割
れ
た
ぞ
、責
任
取
れ
！
」な
ん
て
関
係

じ
ゃ
と
っ
て
も
無
理
。

は
み
出
し
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
よ
！

│
│
杉
も
い
ろ
ん
な
問
題
を
抱
え
て
ま
す
け

ど
、ど
こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
日
本
の
病
ん

で
る
部
分
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
て
い
て
、う
ま

く
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
本
当
に
少
な
い
。そ

の
点
、今
回
み
た
い
に
地
域
外
の
人
を
入
れ

て
こ
こ
ま
で
や
れ
る
ケ
ー
ス
っ
て
珍
し
い
と

思
う
ん
で
す
。

南
雲
◆
最
初
に
気
心
の
知
れ
た
仲
間
に
応

援
を
頼
ん
だ
の
が
成
功
の
元
だ
っ
た
と
思

う
ね
。

千
代
田
◆
僕
ら
が
い
た
ほ
う
が
南
雲
さ
ん

ノ
リ
や
す
い
し
ね(

笑)

南
雲
◆
そ
う
そ
う
。あ
と
、木
の
芽
会
の
海

野
さ
ん
も
キ
ー
マ
ン
だ
っ
た
よ
ね
。ル
ー
ル

無
用
で
行
政
も
民
間
も
な
く
縦
横
無
尽
に

自
由
に
動
く
人
だ
か
ら
。

若
杉
◆
僕
ら
も
企
業
の
中
で
は
枠
に
納
ま

ら
な
い
変
わ
り
も
ん
と
呼
ば
れ
て
ま
す
が

(

笑)

、そ
う
い
う
人
っ
て
他
に
も
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
い
る
も
ん
だ
な
ぁ
、っ
て
気
が
し
ま

し
た
ね
。そ
う
い
う
者
同
士「
あ
、オ
マ
エ
も

か
！
」っ
て
い
う......

千
代
田
◆
連
帯
感
！(

笑)

南
雲
◆
相
乗
効
果
あ
る
よ
な
ぁ
。は
み
出

し
た
部
分
で
み
ん
な
つ
な
が
っ
ち
ゃ
っ
て

さ(

笑)

若
杉
◆
勢
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

千
代
田
◆
同
じ
匂
い
が
す
る
ん
だ
。

若
杉
◆
し
か
も
ね
、そ
れ
ぞ
れ
の
は
み
出
さ

な
い
と
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

南
雲
◆
は
み
出
し
た
部
分
も
一
見
同
じ
よ
う

だ
け
ど
、み
ん
な
中
身
が
違
っ
て
る
わ
け
。

若
杉
◆
そ
の
集
積
が
こ
う
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
結
び
つ
い
て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。

南
雲
◆
枠
を
越
え
た
部
分
で
動
け
る
の
が

楽
し
い
し
、そ
れ
を
面
白
い
と
思
っ
た
人
が

同
調
す
る
ん
だ
よ
。

若
杉
◆
そ
う
い
う
荒
く
れ
者
を
ま
と
め
る

人
が
登
場
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト
や
モ
ノ
が
出

来
上
が
っ
て
く
る
と
、世
の
中
面
白
く
な
っ

て
、良
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
な
ぁ
。

千
代
田
◆
み
ん
な
そ
う
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、僕
ら
み
た
い

な
者
が
外
か
ら
入
っ
て
い
く
と
、持
ち
前
の

聞き手・構成/
長町美和子(フリーライター)
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ナグモデザイン事務所 代表
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1976年 東京造形大学 造形学部 室内建築科 卒業
1987年 ナグモデザイン事務所 設立

現在 ナグモデザイン事務所代表、都市環境デザイン会議会員、
 日本インダストリアルデザイナー協会会員、
 ICSカレッジオブアーツ講師

[著書]
【デザイン図鑑】+ナグモノガタリ

[主なデザイン分野]
景観、環境プロダクト、家具、照明　等

実施主体 宮崎県（土木部都市計画課・日向土木事務所）　日向市（市街地開発課）　日向市立富高小学校

協力 日向木の芽会　（株）内田洋行　（有）サイレントオフィス　Office／N　（株）デジタル・アド・サービス+糠谷貴使　
 ナグモデザイン事務所　内藤廣建築設計事務所　（株）アトリエ74建築都市計画研究所
 財団法人 都市づくりパブリックデザインセンター　日向市民の皆さん

発行 2005年3月30日
 宮崎県

若杉 浩一 （ワカスギ コウイチ）
株式会社 内田洋行　テクニカルデザインセンター

[略歴]
1959年 熊本県天草 生まれ
1984年 九州芸術工科大学 工業設計学科 卒業
1984年 株式会社 内田洋行 入社

現在 デザイン課、企画課、知的生産性開発課を経て、T.D.C（テクニ
カルデザインセンター）課長

[主なデザイン分野]
プロダクトデザイン

千代田 健一 （チヨダ ケンイチ）
株式会社 内田洋行　テクニカルデザインセンター

[略歴]
1964年 福岡県福岡市 生まれ
1988年 九州芸術工科大学 工業設計学科 卒業

現在 環境デザイン研究所、オフィス事業部エンジニアリングセン
ターを経て、T.D.C（テクニカルデザインセンター）在籍

[主なデザイン分野]
インテリアデザイン

特別講師

東京大学大学院 工学系研究科 社会基盤工学専攻 景観研究室
篠原 修　教授
内藤 廣　教授

宮崎大学工学部 土木環境工学科
出口 近士　助教授
吉武 哲信　助教授 

講師

2005年3月某日。内田洋行 潮見オフィスショウルーム内にて。
左から、南雲 勝志さん、千代田 健一さん、若杉 浩一さん。

も
の
を
出
し
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？

南
雲
◆
子
ど
も
な
ん
か
、は
み
出
し
た
く
て

仕
方
な
い
ん
だ
か
ら
。

若
杉
◆
自
分
の
適
合
し
な
い
部
分
を
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
プ
ル
ッ
と
出
せ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
、っ
て
い
う
の
は
大
切
か
も
し
れ
ん
な
。

南
雲
◆
ま
ち
づ
く
り
が
う
ま
く
行
っ
て
な

い
っ
て
話
が
出
た
け
ど
、は
み
出
し
た
部
分

を
ど
う
や
っ
て
採
り
入
れ
て
い
こ
う
か
、っ

て
い
う
の
が
な
い
か
ら
な
ん
だ
よ
ね
。そ
れ

は
リ
ス
ク
が
伴
う
し
、勇
気
が
い
る
し
。

千
代
田
◆
今
回
も
最
初
は
県
の
人
も
不
安

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
よ
。

南
雲
◆
そ
れ
を
マ
ン
パ
ワ
ー
で
埋
め
た
ん

だ
よ
。

若
杉
◆
引
き
合
っ
た
ん
で
す
よ
。そ
れ
こ
そ

「
や
く
ざ
な
集
団
」(

*2)

が
！ 

た
ぶ
ん
ど
こ

に
も
い
る
ん
で
す
よ
ね
。そ
れ
が
こ
れ
か
ら

つ
な
が
っ
て
く
る
と
ノ
ッ
て
く
る
ヤ
ツ
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
。

南
雲
◆
相
手
や
場
合
に
よ
っ
て
、や
り
方
や

ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
ね
。

千
代
田
◆
予
算
が
取
れ
て
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
で
き
れ
ば
い
い
、っ
て
い
う
だ
け
じ
ゃ

い
け
な
い
も
ん
ね
。ほ
ら
、い
ろ
ん
な
視
点

が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。林
業
と
か
木

材
、っ
て
キ
ー
ワ
ー
ド
で
く
く
れ
る
こ
と
も
、

今
回
み
た
い
に
教
育
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の

中
で
や
れ
る
こ
と
も
。だ
か
ら
杉
を
テ
ー
マ

に
し
な
く
て
も
、子
ど
も
の
成
長
に
必
要
と

さ
れ
て
い
な
が
ら
全
然
足
り
て
い
な
い
教

育
っ
て
で
き
る
と
思
い
ま
す
よ
。

南
雲
◆
千
代
田
さ
ん
、本
気
で
考
え
て
い
る

み
た
い
だ
ね
、「
移
動
式
夢
講
師
」(

笑)

若
杉
◆
目
覚
め
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
。

楽
し
い
、っ
て
仕
事
の
基
本
だ
と
思
う

│
│
で
も
、ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も「
人

を
育
て
る
」っ
て
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、

将
来
に
ま
で
つ
な
が
り
ま
す
よ
ね
。

南
雲
◆
社
会
性
が
出
る
よ
ね
。今
回
は
、子

ど
も
に
教
え
る
っ
て
よ
り
も
、い
い
体
験
と

し
て
記
憶
や
身
体
の
中
に
残
っ
て
く
れ
れ
ば

い
い
、っ
て
思
っ
た
。そ
れ
も
、た
だ
街
や
山

を
見
学
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、ま
さ
に
ま

ち
づ
く
り
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
を
や
っ
て
欲
し

か
っ
た
ん
だ
よ
。公
共
事
業
で
は「
モ
ノ
を
つ

く
っ
た
後
、そ
れ
を
ど
う
使
う
か
が
実
は
問

題
な
ん
だ
」っ
て
よ
く
言
わ
れ
る
け
ど
、今

回
も
使
い
方
ま
で
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。そ
こ
ま
で
セ
ッ
ト
に
す
る

と
、「
ま
ち
づ
く
り
課
外
授
業
」と
し
て
は
適

切
な
形
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、と
一
応
は

考
え
て
い
た
ん
で
す
よ
。

若
杉
◆
素
晴
ら
し
い
！

千
代
田
◆
南
雲
さ
ん
が
理
路
整
然
と
言
う

と
す
ご
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す
ね(

笑)

南
雲
◆
そ
れ
と
日
向
の
場
合
、下
地
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る

篠
原
先
生
を
中
心
に
、県
と
市
、設
計
者
、そ

し
て
市
民
が
協
力
し
て
街
を
つ
く
っ
て
い
く

ん
だ
、っ
て
い
う
こ
と
を
何
年
も
続
け
て
き

て
い
た
。そ
う
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら
今
回

の
こ
と
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。な
か
な
か
な

い
よ
、こ
ん
な
こ
と
。

千
代
田
◆
あ
の
デ
ザ
イ
ン
会
議
の
盛
り
上

が
り
も
す
ご
い
で
す
も
ん
ね
。

南
雲
◆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
し
た
り
し
て
ね(

笑)

。

や
っ
ぱ
り
一
緒
に
や
っ
て
て
楽
し
い
ん
だ
よ
。

楽
し
い
っ
て
基
本
だ
と
思
う
、仕
事
す
る
う

え
で
。そ
れ
も
当
た
り
前
か
。

若
杉
◆
い
や
、そ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
、

な
か
な
か
デ
ザ
イ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
。

南
雲
◆
だ
か
ら
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し
く
で

き
る
か
、っ
て
の
を
考
え
る
の
は
す
ご
く
大

切
な
こ
と
な
ん
だ
よ
。

*1「スギダラ」
3人が中心となって運営している「日本全国スギダラケ倶楽部」の略。杉の魅力をアピールし、日
本中に杉のプロダクツを増やしていこうという運動を展開している。杉の角材を使った巨大テー
ブルなど、すでにIT関連の企業や大学の研究室などで活躍しているものも多い。

*2「やくざな集団」
日向市デザイン会議の委員長である篠原修教授率いる都市設計チームのこと。命名したのは内
藤廣建築設計事務所の浅野恭子さん。「何かというと徒党を組んで仕事をする」「本流からドロッ
プアウトして渡世している」人々のことを指す。現在、やくざ化の輪は各地に増殖中。
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ふ
と
思
い
ま
す
。

何
で
こ
ん
な
事
を

も
っ
と
や
っ
て
来
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
…

今
回
は
た
ま
た
ま
ベ
ス
ト
に
近
い
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
た
か
ら
出
来
た
ん
だ
。

そ
う
思
っ
た
あ
と
、

い
や
、
こ
れ
は
偶
然
じ
ゃ
な
く
必
然
な
ん
だ
。

何
か
の
力
が
み
ん
な
を
動
か
し
て
い
る
ん
だ
と

気
が
つ
く
。

じ
ゃ
あ
そ
の
力
と
は
な
ん
な
の
だ
ろ
う
？

人
を
信
用
し
、
信
用
さ
れ
る
と
い
う

人
と
人
の
信
頼
関
係
。

そ
ん
な
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
、

実
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
と

改
め
て
気
が
つ
き
ま
し
た
。


